
~ 
王見 1-¥::当主リシャ言吾乙こさざるナる

「不多重力 α〉重力言可」 と 「字見点主」 と αコキ回目n"宝

布署旨 云与全 百I

o.現代ギリシャ語は、或る主体または対象の移動を表現するためのさま
ざまな動詞を有してる。事IJえば、

(a) TPÉX曲「走る Jπ~p7rαTW r歩<J 7rETc:i r飛ぶ J

(b)αvesa{ν曲r上る J ICaTεBα{vω「降りる」

(c) 申euy曲「去る JytlP{tω 「帰る J

これらの動詞は、

主体・対象が位置を変える際、どのような状態にあるか句}

始発点と到達点との空間関係 (b)(例えば、 flJj重点が始発点よりも高い

場合 aνεsa{v曲〉

始発点または到達点と移動主体との帰属関係 (c)(例えば、始発点が何

らかの観点において、主体に属する場合 申euy曲)

といった意味論的特徴により使い分けられている.

ところで、これら以外に、始発点.flJj重点と話し手・間き手との語用論

的関係に基づいて使い分けられる基礎動詞グループが存在する.これらの動

詞グループを日本語の動詞に対応させてみると、おおよそ次のようになる。

πη7αfν曲 「行く7rη7αfν曲/πα{pν叫 r:連れて行〈・もって

(d) (e) 行く J

{pxoμα 来る」 φEpν叫 「連れて来る・もって来る」

つまり、これらの動詞は、話し手の視点 (deicticcenter)が始発点・到達点

のいずれに置かれるかにより、その使い分けがなされる 1)到達点に視点の

ある場合 Epxoμαtが、そうでない場合 πηya{ν臼が用いられる、と概括的に言え

よう。しかしながら、個々の例を見ていくと、この対応に当てはまらない場

合がある。したがって、この動詞グループの使い分けの全体的な究明のため

には、関与的な条件であると思われる、移動の主体及び移動の到達点の二点
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が変わると、どの動認が使われるのかを見てみなければならない。

以下の考察では、 (d)の二つの動詞について、移動主体が、話し手・聞き

手・第三者の場合に分け、さらにそれぞれにおいて、移動の到達点が、ーん

称・二人称 ・三人称の各々の場合に、どのような表現がなされるのかを調べ

ていくことにする。到達点が一人称という場合 σEμE.Vα ばかりでなく、 σE+

話し手のいる場所を示す名詞、さらに、これにかわる副詞表現互主~をも含め

ることにする。二人称・三人称も同じ意味で用いるより詳し〈は註 2)を

参照)

1.移動主体が話し手

1.1.到達点が一人称

話し手が現在いる場所に言及する場合、その視点は当然その場所にある。

したがって、 E.Pxo/Jalが使われる.

(l)ME.XPI να 三p6旦 EOr.iOEV EixαεpyασTεi 1fOTE.. II. 

「私はここに来るまで働いたことがなかった .J

(2) 'Hp6a C7Tηv Ae呼va 応al σπovoaC7a vηπlayωyo<;・日.

「私はアテネに来て保母の勉強をした .J

(3) 'Hp6a C7TηνA6!Iναπplν2  E/3oo/JaoE<;・

「私は二週間前にアテネに帰ってきた。」

(3)に見られるように、 E.Pxo/Jalは、 「話し手のいる場所へ移動する J という

意味に加えて、 「その場所に以前にいた」という合意を持ち得る.

1. 2.到達点が二人称「

この場合も E.PXO/J則。話し手が鉛発点にいるにもかかわらず、視点は聞き

手のいる到達点に置かれている。つまり、 πηyαfν曲と E.pxo/Jalの使い分けにお

いて、関与的であるのは、始発点ではな〈、到達点である、と考えられる。

他方、日本語訳との対照から明らかなように、日本語では「行く」が使われ

るところである。

(4)Mπopr.i να・p6ω C7TOσπiTI C70V Tr.iPα 慢話で〉

「いま君の家に行ってもいい?J 

(5lTη雪 XT!I1fayαTO /COVOOVνt 削 6λo "金担些土"，"金型旦旦"阿t

"色担担土"μOV村山EεM.
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r'私が彼女のベルを鳴らすと、彼女はいつも rいま行〈、いま行<..と叫

び続けるのだった .J

1. 3 .jlj 違点が三人称

πηyαfν叫が用いられている例として、

(6)Av f!tJuaσα( ，Ileν 主主主旦f主旦 εκe( κ山 πoλd συxνa. 

「憶えているかもしれないけど、私はそこへはそんなにしばしばはi工主
ない。 J

(7)AvPIO Ilev f!a na旦 σTOlla目別σT和 10.

「明日は大学には行かないつもりだ .J

(6) (7)ともに、到達点には話し手も聞き手もいないため(視点がないため〉

πηγα(v叫が使われている。

他方、 EPxoualを用いる次のような場合もある.ここでは、到達点を示す

S曲μaTl0 部屋」に二人称の所有代名詞 σotJがついている。

(8)XTe雪量p9豆 δtJo申oPE<;σTO 11曲μaTlOσotJ， αλ入a Eλεt申ε宮・

「昨日あんたの部屋に二度行ったのに、いなかったわ .J

しかし、到達点が聞き手に属する場所であれば、つねに Epxouαtが用いら

れるかと言うと、そうでもない.

(9)Mπopt:Jναπdωσ，0 CTπ(Tl CTOtJ ，t:Jpa; 

「いま君の家に行ってもいい?J 

聞き手の家以外の場所で対話がなされる場合、 (9)のような表現もあり得

る.その場合に、聞き手自身は家に婦らず、話し手一人が、聞き手の家に行

くことになる.これに対し、話し手といっしょに聞き手も自分の家に帰る場

合は (4)と同じ形式が用いられる.

(10Hfπopt:Jνα'旦9r.> CT，O σπ(Tl σotJ ，t:Jpα(  = (4)) 
「いま君の家に行ってもいい?J 

つまり、発話時点で聞き手が到達点にいなくても、そこに行く予定の場合(話
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し手が到達点に着いた時点で聞き手もそこにいる場合) (. PXOIlαtが使われる。

また、 (9)と(10)のような文ベアが存在する以上、 (8)において、 (PXOIlCXlが用

いられるのは、到達点が間き手に属する場所だからではなく、聞き手が到達

点にいるもの、と話し手が想定していたからであると考えねばならない。ただ

実際には、聞き手がそこにはいなかっただけのことである.

同様に、例えば、聞き手がアテネ在住の人であり、話し手の ~IJ i重点が「ア

テネ」であっても、対話の場所がアテネ以外であれば、到達点には話し手も聞

き手もいないのだから πηyaivω が用いられる.

(11) 'EXωπdεtμεPlκ{c;申OP{古 σTην AfJ呼να.

「私はアテ主に何度かi工ュ主ことがあるよ .J

1. 2.で、到達点が二人称の場合 {PXOIlCXlが用いられる、と述べたが、しか

し、正確に到達点に聞き手がいる必要はない.聞き手のいる場所が到達点に

近〈、その範囲内である、と話し手が捉えさえすれば、到達点には視点が置

かれ得ることになり、 (PXOIlαtが使われる.

<12 )口p(hα fJcx 竺重旦 σTOtlC; afλやOVc; κα IlfTa fJα αν{s曲 σTη ACXlliα. 

Tγ)V KtlPlακii fJα(pfJ(，) CTTO BoλO. 。π6Te fJαπfpaCTωαπO TOν 
AλIltlPo. Ncx spεfJovμε. aμα(XflC; κCXlPO. 

「まず明日デルフイに行き、その後ラミアに上るつもり.日曜日には

ヴォロスに行くから、アルミロスを通る.時聞があるなら、会おうけ

<12 )は、アテネにいる話し手がアルミロスの町の聞き手と霞訴で訴している

例であるが、アルミロスからは離れている〈と話し手が感じている〉デルフイ

に対しては πη7αfν曲を用いているのに対し、アルミロス近郊の都市ヴォロスに

は {PXOIlαtを使っている。

このように、到達点〈或はその近隣と話し手の感じる鈍開内)に話し手・

聞き手がいる場合、たとえ聞き手がいなくとも、いるものとして話し手が想

定している場合、さらに、聞き手が将来そこに行〈予定である場合、到達点

には視点が置かれ、 {PXOμ引が用いられると言える.逆に、至lJi重点が話し手・

聞き手に属している場所であっても、聞き手がそこにいなければ〈あるいは、

上の条件に合致しないならば〉宥ηyαfν曲。

1. 4.移動主体が一人称複数
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移動主体に聞き手が含まれない場合(いわゆる exclusiveplural) は、上

で述べたのと同様である。

(13)(3α'p9ε(TεαVPlO σTηYlO ρT1Iμov; 

:<αl. e α・旦旦立主旦主・
「明日私のお祝いに来ますか。」

「ええ、 fTきますよ .J

他方、移動主体に聞き手が含まれるならば(いわゆる inclusiveplural) 

到達点が三人称の場合、常に πηyαfν叫が用いられるのではないか、と思われ

る 3)聞き手が、話し手といっしょに移動する以上、到達点には、話し手

・聞き手がいないことが、話し手には明らかであるから。〉しかし、この点

については、今後の調査に待ちたい判。

(14)rraIJE IJcxUσTO XωρlO IJOυ; 

「いっしょに私の村に fT< ? J 
<15 )(3υμdσαt πOTε 主主主旦坐五 C1Tην eE lα IJOU; 
「いつ私の伯母さんちに行ったか覚えてる?J 

(16)(3α呼eελαπoλdναEαvαπalJE C1TOσTEκl IJCXc. 

「私たちがよく通った場所にまたいっしょに行きたい。」

2.移動主体が聞き手

2.1.到達点が一人称

到達点に話し手がいて、視点がそこに置かれるので EPXOμαl.

(17) 'E入ακOVTaIJOU. A. 

「私のそばへおいで。」

(l8)flαTl色主三 ε.5c:i;

「なぜここに来たの?J 

2.2.到達点、が二人称

この場合も、1.2.と同機である。

(1 9 llloTE血主主主 εκe(;雷話で〉

「いっそっちに皇ヱヱ主主んだ?J 
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{pxouatが「もといた場所に帰る J というニュアンスを持ち得ることは (3)で

述べた通りである.

2.3.至IJj重点が三人称

(20)XTE官主主主主主 σtνEua;

「昨日映画に行ったの ?J

(21)吋TE1T>I主主 σTην 6eLaC10U; 

「いつ君は伯母さんちに行ったんだい ?J

(22 )Mtα μ{pανα {P9Et<;1主旦s:r1Tηv9EIαμou. 

「いつか私の伯母さんちに来てよ/行ってよ o J 

(22)で、 {pxou引を使うと、話し手が伯母さんの家のすぐ近くに住んでいるか、

或は自分があたかも伯母さんの家にいるかのように、つまり、到達点である

「伯母さんの家」に視点を置いて話している.これに対し、伯母さんの家か

ら総れて住んでいる場合〈到達点に視点が置かれていない場合〉は、 πη7αlVω

が用いられる。

(23)rtaTl dEV色主主 e"e( (JTηv吋 PTαEE 宵EρlUεναUt吋 wpa・

「どうしてあのドアのところに主主かったんだ?半時間君を待ってた

のに J

(23)での到達点「ドア」は、話し手と聞き手が待ち合わせをした場所である。

話し手はドアのところに行ったので、そこに視点を置いて話している.もし、

話し手もそこに行かなかったならば、視点は置かれず、 (24)のように πηyαlVω

が使われる.

(24)ー回-M司πω守主重工E三 εκElσTηνπOPTαEγWdEVπ>IYα. 

ー--d.εvπεtpatξt • • • 0 VT.E O'wπ時7αTo'Xα EexaσEt • 
「あのドアのところに行った?僕は行かなかった。 J

「別にいいわよ...私も行かなかったから.忘れてた。」

(25)8α'主主主!S.IGt εσu; 

「あなたも来る ?J
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(25)では、話し手と聞き手とがいっしょに始発点にいて、発話時には話し手

はまだ到達点、にいる訳ではないが、そこに行くことは確実であるので、聞き

手の移動に対して {PXouαtが用いられている。つまり、話し手 l主観点をすでに

到達点に置いて発話している。これに対し、話し手が始発点から動かない場

合、聞き手の移動には、 (26)のように、 πηyαivω が用いられる。

(26)II>IYαtνe.σoυ 入t叫. {κανεπ10 Uαλακa. K. 

「行けよ、頼むから、と彼は口調を和らげて言った。 J

(27)ーー-M>I7rωc 6 α 7raTe σTO YPα申εioσαq αdρl 0: 

一ー 'OXl，CXVPlO oev 6απdω. (教授と、電話で。)

「明日教官室に行かれますか?J 

「いや、明日は行きません .J

(27)の最初の交において、聞き手が到達点にいないことを話し手は知ってお

り、明日到達点にいるかどうかも確実ではない〈それゆえ、この対話がなさ

れている〉ために、到達点には視点が置かれず、 πηyαfν叫が用いられている。

但し、教授の教官室の近くから電話をかけている場合は、到達点に話し手が

いるので、 (28)のようになる.

(28)ーー-M呼πω官 。α {p6εTe σTO Yρα申εioσα宮 αVPlO; 
「明日教官室に来られますか。 J

3.移動主体が第三者

3.1.到達点が一人称

1.1，2.1で見たようにここでも {PXOUCXl が使われる。

(29) '10'叫 TηvaH'1 e/3llouaocx金主1 /CCXlηKαTερfναναu{vel 

eowσTηv A6>IναYlαλfγec u{pec・

「おそらく来週、カテリーナもこのアテネにやって来て、数日過ごす

はず. J 

(30)H v{α επOX司王旦互主主旦1・ E. 

「新しい時代が主ヱエ五五 .J

(31)E印刷叫制εlCX7rc.Jc 0 elκoσTOCαlWν同血主 cp{POνTα雪山ciT01J 

TO 111κO T01J ueλλOVTlκ6πa60c. E. 

「確かに二十世紀は自ら将来への情熱を伴って主ヱエ主主・」
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(31)では、 {PXO/J山とともに申{Pν叫が使われている点、が注目される. O.で述

べたように、視点に関して、この二つの動認は共通している。

(32)aενσOUλ正νε a1fo1TOυ色旦旦旦土・・・ E. 

「彼女達はどこから来たのが決して言わない.. . . J 

(32 )はある女性達へのインタビュー記事。到達点は、彼女達及びインタビュー

アー(=話し手〉のいる場所である.

3.2.到達点が二人称

(4)(5 )同様、ここでも、日本語では「行く Jが用いられるところである.

(33) 0 YlOC /JOU血/lE C1E C1{ναXTEC TO spaou; 

「昨夜息子が君のところに行きましたか?J 

3.3. 到達点が三人称

(34) 0 flávvη雪空重工!d主~五C1TηHαpíα.

「ヤニスはマリアのところに行った/来た .J

最も明白であるのは、話し手がヤニスまたはマリアと同じ場所にいる場

合である。始発点にヤニスとともにいた場合は πη1'aiν曲、到達点にマリアとと

もにいる場合は {PXO/Jαtが用いられる。しかしながら、上で見てきたように、

話し手は正確にこの「ヤニス/マリアのところ」にいる必要はない.つまり、

客観的な距たりではなく、話し手が心理的に近隣であると感じているかどう

かが問題となる.自らが到達点にいるように感じれば、正ρXOμ引を用い、始発

点にいるように感じれば〈到達点には視点がないのだから〉、 πη1'aiν曲を用い

るのである。

(35)~' 刷TÓ TO IJlαμ{PlC1/Jα並旦立旦.....1'lανa T17Vπap曲 ν目白主土

σTO 1'UPlσμαM.  

「私はその部屋に行き・・・・彼女を損影に連れて来るのだった..

( {p/lεtの主語は「彼女 J ) 

(35)の訴し手は映画監督であり、視点は「彼女の部屋J ではなく、 「撮影所」
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に置かれているために、 「彼女 J (女優〉が「掻影所」へ移動ずる場合には

{P)(OUαt が使われている。( r私 J (監督)が「彼女の部屋」へ移動する際

はπηyα(V曲)

(36)Av {pfJεL 0 κUPLO宝 μαuμOV VαOLα入aε L TL官官λdκeC..• 

「もしこの方が私といっしょにいらして、レコード盤を選んでくださる

なら.. . . J 

(36)では到達点が、話し手の行く予定の場所でもあるので、第三者の移動に

{P)(OUαt が用いられている。

(8)(9)(10)でも見たように、到達点を示す名詞老所有代名詞が修飾してい

るかどうかは両動詞の使い分けの決め手にはならない。 (37)では、 「彼自身

の畑」への移動であるにもかかわらず、 πηγα(V叫が用いられている。

(37lTo 7rPω( • • .καfJC.I宮7r>IYαLVεστo XωρactL TOV. OeνY{λαyανπtα. <T. 

「朝彼が自分の畑に行〈時、誰ももう彼を笑わなかった。」

4.結語

以上の考察より得られた結果を表にしてまとめてみよう。

到達点→

移動主体 一人称 二人称 三人称

+ 
{P)(Oμαt 

話 sg. {P)(OμaL {p)(OuaL πηyα( ν叫

し

手 pl. 

i ncJ. {P)(OUαt 
一一一一一

πηya(ν曲(?) 

{P)(Oμαt 

聞き手 {P)(Oμαt {P)(OUαt 7rηγα( ν曲

{P)(OUαt 

第三者 {P)(OμaL {p)(OuaL πηyα(Vω 

po 
nぺ
υ



この表を見ると、常に E.PXO/Jαtが用いられるのは、到達点がー・二人称の場合

であることが分かる。換言すれば、到達点に対話の参加者(話し手または聞

き手〉が存在する場合である引。

他方、到達点が三人称の場合には、いずれの動詞も使われ得る。その使

い分けは、話し手が、どの程度到達点を自らに近いと感じているかによって

いる。近いと感じられる度合いが高いほど、すなわち、視点を置きやすいほ

ど、 E.PXO/Jαtが使われることになる。このことはまた、到達点がー・二人称の

場合 EPXO/Jαtが使われることと関連している。対話の参加者のいる場所であれ

ば、話し手に身近かなものである、と感じやすいからである〈一人称の場合、

話し手自身のいる場所であるし、二人称の場合も、話し相手{聞き手}のいる

場所は、たとえ電話などを使つての間接的な対話であれ、心理的には身近な

対象であることが多いからけ

最後に、移動の主体が話し手と聞き手 (inclusiveplural)で、到達点が三

人称の場合には、 πηyαfν叫しか使われないのではないか、と考えられる。対話

の参加者の双方が移動する以上、到達点に視点は置き得ないからである.

このように、 E.PXO/Jαtは、到達点に視点が置かれる場合に用いられるが、こ

のことが、 EPxo/Jatは πηyaívc.J(こ t~ べて、到達点が限定されているという点に

もつながるのではないか、と考えられる 6) 

なお、本稿の骨子は、第二回ギリシア語学・文学研究会<1990年 7月 8日於

広島大学〉で発表されたものである。

註

1)辞書でぎρXO/Jatは次のように記述されている。

κtν O~JUαt 1!'入η(Ttat曲VπpO宮 TOVTO1!'Oνεν 曲 EVρfσκεTαt 0 καλ6νμE 

>1 EκEiν0宮 πρOc 0νyiVETαt 0λOYOc.>1 0πεpi 0υo 入OYOc. ~T. 

「私を呼ぶ人、或は話題になっている人、または話題になっていものの存

在する場所へ近づき、移動ずる。」

2)現代ギリシャ語では

EPXETαtσε /JEvαr  (彼が〉来るーへー私」

という文が可能であり、日本語の「彼が私のところへ来る」における「ところ J

のような形式名詞を必ずしも必要とはしない。(そのような表現がないわけで

n
i
 
nδ 



はない。例えば、

Tov EiOIXIJEνapxεTIXl 1τPOc TO IJ{POc μIXC. ~. 

「我々は彼が我々の方へやって来るのを見た. J ) 

それ故、日本語では、 「彼が私のところに来る」と「彼が私の家に来る」と

は平行した構造であるが、前者に相当するギリシャ語表現 EPXETα4σεμEvα

は到達点が一人称、後者に相当する EPXETαtσTO (]πlTl IJ01iは三人称として

分析してい〈ことにする。これらの点を、対応する日本語の例とあわせて図

示しておこう。

σεμ正να 私のところに

一人称 σεx ( Xは訴し手が この部屋に

いる場所}

EdW ここに

σε alvα あなたのところに

二人称 σE X ( X~ま聞き手が そちらの部屋に

いる場所)

E κEi そちらに

σεy ( yは第三者を 一郎のところに

示す〈代〉名詞〉

。ξX ( Xは第三者が あちらの部屋に

いる場所)

三人称 E必εf あちらに

(]E X ( Xは訴し手ないし 私・あなたの部屋に

聞き手に属す~士号所.所有

代名詞を伴うこともある}

E/CE ( あちらに

3lFi llmore0966lには英語に関して向綴の指摘がある。

4l純粋に空間移動に関するものではないが、 inclusiveplural で tρXOlJal

を用いていると思われる例としては、
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Ac EpfJOVIlE Tφρα， oπω雪 υπoσXEfJ司καμE，στlCαVT{eεTε宮 uαρTtJρlEC・

(BEλo1Ioηc，r.8 El.<Tl入t7l'1T<Iκγ1・Warburton (1983) HυπOTακTlκii (JTα 

N.EλληVlκαME λ正TE雪 Ylατηνελ入ηνtκiiYλWσσα. ) 

「約束してあった通り、今我々は反例をとりあつかうことにしよう。 J

日この点で、現代ギリシャ語の πηyαfν叫ItPXOSlαt の使い分けは、英語の

go/comeの使い分けに類似している。しかしながら、印欧語族に属する言語

であれば、常にこれらと同じ使い分けをすると考えるのは早計過ぎるようで

ある。例えば、スペイン語の ir/venirのペアにおいて、話し手が二人称の

ところへ行く場合は、 irが用いられるという. ( Comrie(1985)p.15 ) 

6)例えば Traugott(1978)p.377，n.10参照
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The relation between the verbs of movement and the deictic center 

in Modern Greek 

Takashi Tachibana 

In Modern Greek there are two verbs of movement，i.d.piyeno，erchome， 

whose usage is not concerned with the semantics of the method of move-

ment， but rather with the deictic center of the speaker. 

The purpose of this article is to examine various examples in the 

hope of finding out the conditions under which each verb is used. 

A few， but decisive， differences between these verbs and the 

corresponding verbs in Japanese (iku，kuru) are also pointed. 
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